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研究成果の概要（和文）：授業改善や教師教育のために国際的に普及している授業研究を、質的研究方法論を用
いて、教育研究手法として再構造化し体系化する研究を行った結果、以下が明らかとなった．(1)授業研究は質
的研究の特別な形式であると認識できること．(2)そのため授業研究は、①研究目的の設定、②研究デザイン、
③データ採取、④データ分析、⑤理論化、の５段階に再構造化できること．(3)その各段階と⑥概念的・理論的
枠組みの利用、⑦結果の表象方法に質的研究方法論の知見が有効に活用できること．(4)今後、両者の固有性と
共通性とをさらに検討し、両者の交流と成果の共有を行うことが、世界共通の教育研究言語としての授業研究に
必要であること．

研究成果の概要（英文）：As a result of examination of restructuring and systematizing lesson study 
using qualitative research methodology followings were found. (1). Lesson study can be recognized as
 a particular style of qualitative study. (2).Therefore lesson study can be restructured as five 
steps of ①decision of research question, ②research design, ③data collection, ④data analysis,⑤
theorization. (3). Findings of qualitative study can be effectively applied to each steps and ⑥
application of conceptual and theoretical framework, ⑦presentation of result. (4). It is necessary 
for lesson study as international research language to examine how common and how different both are
 ,and to interact and share findings each other.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 今日，日本の「授業研究」は、アメリカ，
カナダ、ドイツ、フランス、中国、シンガポ
ール、インドネシア、カンボジア、モンゴル、
タジキスタンなどの多くの国で注目され、そ
こで急速に普及している．それはそれまで有
効な授業改善の方法のなかった国々で、学校
などの教育現場で授業改善のために活用さ
れるとともに、教員養成大学等の教師教育の
現場で活用されている． 
	 このように諸外国では、授業研究は現時点
で、主に授業改善や教師教育（養成教育・現
職教育）の手段としてのみ普及している．そ
れに対し日本では、授業研究は逐語記録を用
いた「授業分析」によって、「教育研究」の
ための重要で有効な研究方法ともなってお
り、教育方法研究、カリキュラム研究、授業
内コミュニケーション研究、児童・生徒の思
考過程研究、学級・学校文化研究、学級経営
研究、教師教育研究、異文化間教育研究、ジ
ェンダー研究などの多様な教育研究領域で
活用されている．そしてそれが、授業改善や
教師教育のための授業研究と車の両輪とな
って、授業研究を発展させている． 
	 それにも関わらずに授業研究が諸外国で
教育研究のための方法として活用されてい
ない理由は２つ考えられ、ひとつはそれが授
業改善や教師教育の方法として紹介された
ためである． 
	 しかしもうひとつの理由は、研究方法論を
リードする欧米の研究方法論の常識では、研
究方法の厳密な検討によるその特性の解明
と研究手法の体系性と構造性が求められて
いるのに対して、教育研究方法としての授業
研究にはそれがほとんど無いことである．た
とえば、授業研究については、研究手法を評
価する概念としての、測定の妥当性と信頼性、
分析の主観性と客観性、研究プロセスの再現
性(reproducibility, duplicability)と反証可能
性(falsifiability)、知見の一般化可能性などの
概念を用いた説明、検討、評価がまず行われ
ていない．また、サンプリング理論などを用
いた説明もなされていない． 
	 しかしながらそのためには、授業研究の研
究方法論としての特性が明確にされる必要
がある．一般に欧米では、日本より格段に研
究方法論の体系化とその体系的な教授や訓
練、またそのプログラム化がなされているの
で、体系化・構造化がなされていない研究方
法は信頼を得られず、用いられない． 
 
２．研究の目的 
 
	 そこで本研究では，授業研究を教育研究の
方法論として再構造化し体系化することを
試みる．その際，授業研究は主に逐語記録な
どの言語データ，つまり質的データを用いる
ことから，授業研究を教育研究のための「質
的研究方法論」であると位置づける． 

	 本研究はこのことを通して，教育研究のた
めの質的研究方法としての授業研究の諸特
性を解明し，その全体を構造的に解明するこ
とを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 
	 以下のような方法で研究を実施した．	 
	 
（１）質的研究者で授業研究者でもある研究
代表者と授業研究者である研究分担者の間
での、大量の資料を提示しながらの定期的研
究討議	 
（２）研究分担者の所属研究室が長年実施し
ている郡部の小規模な小学校での授業研究
のための学生実習（２泊３日）での研究代表
者の参加観察とそれにもとづく研究討議	 
（３）本学を来訪したモンゴル、シンガポー
ル等の諸外国の授業研究者との研究討議	 
（ 4 ） 世 界 授 業 研 究 学 会 大 会 World	 
Association	 of	 Lesson	 Studies	 (WALS2017)
（英国エクセター大学	 2016.9.3-5）への出
席と研究発表を通した諸外国の研究者との
研究協議．	 
（５）モンゴル授業研究学会(Mongolian	 
Association	 of	 Lesson	 Studies	 (MALS)	 
2016.10.23)での研究発表と討議	 
授業研究と質的研究の文献を利用した検討	 
（６）全体の総括	 
	 
４．研究成果	 
	 
	 授業改善や教師教育のために国際的に普
及している「授業研究」は、逐語記録という
質的データを用いた研究である点で、質的研
究方法であると考えられる．そのため、質的
研究方法論を用いて、授業研究を教育研究の
ための質的研究として再構造化し体系化す
る研究を行った．その結果、以下が明らかと
なった．	 
	 (1)授業研究は質的研究の特別な形式であ
ると認識できること．(2)そのため授業研究
は、①研究目的の設定、②研究デザイン、③
データ採取、④データ分析、⑤理論化、の５
段階に再構造化できること．(3)その各段階
と、⑥概念的・理論的枠組みの利用、⑦結果
の表象方法に対して、質的研究方法論の知見
が有効に活用できること．(4)今後、両者の
固有性と共通性とをさらに検討し、両者の交
流と成果の共有を行うことが、世界共通の教
育研究言語としての授業研究に必要である
こと．	 
	 本研究は、現在主として授業改善や教師教
育のための方法と認識されている授業研究
が、国際的な普及に伴って、教育研究の手法
としてより厳密で客観的な手続きを有する
ために有益であり、授業研究の「（逐語記録
に依拠した授業分析化）」TBKA(Transcript	 
Based	 Lesson	 Analysis)化のためにレリバン
シーの高い研究であって、授業研究の発信国



である日本の国内的にも、また国際的にもオ
リジナルで有意義な研究である．実際に、国
際学会等での発表時には、大きな反響があっ
た．	 
	 この研究を契機として、今後、授業研究が
教育研究の方法としても普及することが期
待されるとともに、授業研究の方法を論じる
際には質的研究手法についての理解が必要
であるという認識が広く共有されることが
期待される．それを通して、授業研究の教育
実践や教師教育の方法としての側面と教育
研究の方法としての側面が相互補完的に発
展して行くことが期待される．	 	 
	 なお、この研究を通じて、臨床研究のリサ
ーチクエスチョンの設定のための規準であ
る The	 FINER	 (Feasible,	 Interesting,	 Novel,	 
Ethical,	 Relevant)	 Criteria が、授業設計
や授業評価の際の教材選択のための規準と
しても有効に適用できるという新たな知見
が得られた．これについての発表に対しても、
教育実践者や教育研究者から反響があった．	 	 
	 
５．主な発表論文等	 
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